
６　海の生物に触れる

教育の促進　　　
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小学校・中学校・高校の先生方へ
お茶の水女子大学
海洋教育促進プログラム（日本財団助成事業）による
「海からの贈り物（ウニ）」教材配布の募集‼（25 Oct 2013）

１、簡単コース（卵・精子の提供）　（100校を募集）
　発生の実験材料として、生きたウニではなく、冷蔵庫で保存できる卵と精子を送付しま
すので、あまり経験の無い方でも簡単にできます。提供は無料です。
　11月から１月にかけて、随時、若干の学校を受け付けます。
　１月下旬から２月にかけて、以下のスケジュールで金曜日に配達します。
  １月24日（金）配達 → １月27日（月）からの週の実施
  １月31日（金）配達 → ２月３日（月）からの週の実施
  ２月７日（金）配達 → ２月10日（月）からの週の実施
  ２月14日（金）配達 → ２月17日（月）からの週の実施

２、ポケット飼育コース（バフンウニの幼生から稚ウニまでの飼育）
　生徒各自が自分の容器で数匹の幼生を稚ウニまで飼育観察します。
　11月から３月にかけて実施の10校程度を募集します。
　初めての学校を優先します。材料や器具類は無料で提供貸与します。
　実施経験のある学校でも、器具類を自前で用意するところはもれなく支援します。
　採卵用のウニなど初期発生の内容は含まれませんので、必要な所は別途上述の簡単コー
スをお申し込み下さい。

３、  事前研修（宿泊、日帰り、訪問）も行います。必須ではありませんが、実験方法に不
安のある方は是非ご利用ください。

   宿泊研修：12月27日（金）13時集合、28日（土）12時終了
        ウニなどの動物の発生の詳しい内容。海藻の活用など。
        （特典として、海の観察ガイド海藻編を、年度末に希望数お送りします。）
   日帰り研修：ご都合に合わせて随時、館山の施設での研修（２時間程度）。
   訪問研修： 複数の学校が参加することが条件で、ご希望の場所で行います。日程が

調整できれば全国どこでも行います。
   ＊館山で行う研修に参加の教員には旅費支給・出張依頼文書が可能です。

１．海からの贈り物　ウニ実績



143

１
．
海
か
ら
の
贈
り
物　

ウ
ニ
実
績

４、その他
＊ウニ（成体）の提供について
  　採卵用のウニ（成体）の提供は、従来から行っている材料提供のページ（http://
marine.bio.ocha.ac.jp/tateyamauserJ09.htm）をご覧下さい（有料）。
  　なお、より多くの学校に利用して頂くために、新規の小中高向けには、基本的に難し
い状況です。詳しくは直接ご相談下さい。

＊ 取組みが終了したら、報告書を提出してください。一緒に、今回の取組みの様子の分か
る教室の写真を提供してください（幼生などの顕微鏡の写真ではありません）。写真の
ファイルを数枚、この報告書のファイルと一緒にメール添付でお送りください。写真は
関連のシンポジウムや報告書等で使用させて頂くことがありますのでご了解ください。
 ウニを利用した授業の学習指導案なども差し支えなければご提供お願いします。

＊お問い合わせ：
 wangan@cc.ocha.ac.jp（e-mail が使えない場合　FAX 0470-20-9011）
 お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センター tel 0470-29-0838



144

１
．
海
か
ら
の
贈
り
物　

ウ
ニ
実
績

送付品：　
・未受精卵（250ml か 50ml の容器で、
　　　１クラスあたり 50ml 分を３匹分）
・精子（0.5ml 容器、クラス数）
・海水（ペットボトル）

未受精卵の容器の記号（アルファベット）は産んだ雌の
違いです。場合によっては早く壊れ始めることがあるので、
念のため３匹分をお送りします。
事前にチェックして調子のいいものを選んで使って下さい。

受精と観察の実験例 （適当にアレンジして下さい）

１、未受精卵をシャーレに移す
　・班あたり小型シャーレ（直径３～６cm）２枚を用意する。
　・容器ごと優しく撹拌し未受精卵を均一にしてから、それぞれ
　　のシャーレに卵を入れる。

２、精子を希釈する
　・小型シャーレに海水を５ml 程度入れる。
　・精子の容器からピペットの先端に少量の精子をつける。
　・ピペットの先端についた精子を、海水で希釈する。
　　　（ピペットをおおきく吸ったり吐いたりすればOK）

３、受精する
　・各班２枚のシャーレ（未受精卵入）の１枚に、
　　希釈した精子を数滴加える。
　　　（多めに入れた方が精子が観察しやすい）
　・シャーレを揺すったり、ピペットでかきまぜて、
　　精子を均一に行き渡らせる。
　・精子を加えた時刻を記録する（受精時刻）。

注意！　
・精子をとったピペットを未受精卵の容器に使わないこと。
・受精卵をとるピペットと未受精卵をとるピペットは
   色分けするなどして区別すること。
➡未受精卵に精子が入ると受精してしまいます。

お茶の水女子大学　海洋教育促進プログラム（日本財団助成事業）

「海からの贈り物（ウニ）」　実験マニュアル 

荷物を受け取ったら、まず未受精卵と
精子を冷蔵庫（４℃）に入れて下さい。
　　　　　　海水は室温で大丈夫です。

精子をピペットにとる

未受精卵

250ml 容器
50ml
容器

精子

海の中で起こる生命のスタートを顕微鏡でのぞいてみよう！海の中で起こる生命のスタートを顕微鏡でのぞいてみよう！

（容器は小型のビーカーやサンプルビンでも構いません。
お送りした卵がすべて大丈夫なら１クラスあたり５０ml
の卵が３種類あります。）

精子希釈用シャーレ 未受精卵の入ったシャーレ

精子の希釈

精子希釈用シャーレ 未受精卵の入ったシャーレ

希釈した精子を
　未受精卵に加える（受精）

ウニの種類：バフンウニ（産卵期１～３月）

壊れた卵

壊れた卵
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　その様子を観察してみましょう。

１、スライドグラスに、未受精卵を１滴と、
　精子の希釈液を１滴、少し離してのせる。
　（未受精卵と精子ば別々のピペットを使うこと！）

２、カバーグラスは使わずに、顕微鏡にのせ、
　対物レンズ１０倍で、未受精卵にピントを合わせる。
　（４０倍のレンズは使わないこと！）
　
３、精子の希釈液に近い所の未受精卵が見えるようにスライドグラスを動かす。
　　鉛筆の先などで精子の希釈液と未受精卵の海水をつなげる。
　　精子の水滴のそばの卵から、精子が群がる。受精膜があがる様子を観察する。

未受精卵から受精卵へ（１分間の変化）

精子侵入点から受精膜があがり始める

観察のポイント
・卵と精子の違い（大きさ、動き）。
・受精後の卵の変化（周りに膜ができ
　他の精子は卵に近づけなくなる）。

未受精卵 受精卵

受精膜卵のまわりの
つぶつぶが精子

受精の瞬間の観察

未受精卵の１滴 精子の１滴

寒冷地の学校への注意

温度が１０℃以下ではうまく発生しません。翌日にかけての発生を観察するときに、

恒温機がない、暖房が切れるなどで、夜間に室温が１０℃以下になる場合は工夫が必要です。

例えば、、

　２０℃の水入れた２リットルのペットボトルを４本、発泡スチロールの箱に入れてふたをすると、

　外気温４℃でも翌朝まで箱の中は１０℃以上が保たれました。

４、観察する
　・未受精卵、受精卵の２枚のシャーレを各班に配る。
　・それぞれをスライドグラスに１滴のせ、
　　カバーグラスをかけて観察する。
　　　（ホールスライドグラスがベター）
　　　（顕微鏡の” しぼり” はしぼる）
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プリズム幼生

原腸

原口

ここに口がひらく

肛門になる

骨片をつくる

筋肉、色素細胞
などを作る

食道

胃

腸

口

肛門

食道胃 口

プルテウス幼生
口後腕

口後腕

前側腕

前側腕

前側腕

口後腕

赤い細胞が色素細胞

お茶の水女子大学　湾岸生物教育研究センター
〒294-0301　千葉県館山市香 11　wangan@ocha.ac.jp

Tel 0470-29-0838　　Fax 0470-20-9011

その後の発生の観察

２細胞期　１時間３０分

４細胞期　２時間１０分

８細胞期　２時間５０分

１６細胞期　３時間３０分

ふ化（胞胚）　１２時間
（胞胚が受精膜をやぶって泳ぎだす）

原腸胚　２０～２４時間

プリスム幼生　３６時間

プルテウス幼生　４８時間以降

受精後、発生にかかる時間の目安（１８℃）

注意：条件によってかかる時間は変ります。
　　　温度が低いと発生がゆっくり進みます。

このあと、
植物プランクトンを餌に
プルテウス幼生は成長し
１ヶ月ほどで
ウニの形に変ります。

受精膜
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実施校一覧

学　　校　　名 海からの贈り物 ポケット飼育 その他送　付　日 クラス数 実施人数 実施人数
1 宮城県古川黎明中学校・高等学校 4月15日 2 79 0
2 千葉県立八千代高校 6月18日 2 30 0
3 埼玉県立不動岡高等学校 6月27日 1 36 0
4 大分県立大分雄城台高等学校 6月27日 1 30 0
5 栃木県立益子芳星高等学校 7月2日 1 40 0
6 太海小学校 7月4日 1 17 0
7 栃木県立宇都宮商業高等学校 7月3日 7 280 0
8 館山小学校 6月26日 1 4 0
9 青森市立古川中学校 6月30日、7月9日 4 120 0
10 理科実験教室　キッズラボ 7月9日、24日 7 34 0
11 青森市立北中学校 7月15日 4 125 0
12 宮城県宮城第一高等学校 7月16日、30日 2 40 0
13 大泉高等学校附属中学校 8月20日 1 10 0
14 川崎市立今井中学校 9月3日 4 156 0
15 立教新座中学校・高等学校 10月4日 8 230 0
16 山崎学園　富士見中学高等学校 10月10日 1 44 0
17 東京朝鮮中高級学校 10月24日 1 15 0
18 栃木県立那須拓陽高等学校 11月19日 5 200 0
19 愛知県立瑞陵高等学校 1月15日 0 0 80
20 都立町田高等学校定時制 1月10日 4 80 0
21 愛知県立春日井工業高等学校 1月24日 14 500 0
22 東京都立戸山高等学校 1月8日、2月14日 8 320 23
23 東京都立国分寺高等学校 1月24日、31日 6 190 190
24 東京都立八王子東高等学校 12月13日、19日1月17日 8 328 40
25 栃木県総合教育センター 12月13日、12月19日 3 60 0
26 東京都立江北高等学校 11月21日 3 90 90 研修参加
27 千葉県立市原八幡高等学校 1月15日 2 70 70
28 東京都立山崎高等学校 1月15日 5 100 0
29 埼玉県立常盤高等学校 2月7日 2 82 0
30 東京都立芝商業高等学校 1月31日 6 213 213
31 埼玉県立川越女子高越学校 1月24日、31日 9 369 50
32 栃木県立真岡高等学校 11月22日 1 10 0
33 東京都立若葉総合高等学校 1月31日 7 230 230
34 栃木県立栃木高等学校 2月14日 8 320 10
35 共立女子第二高等学校 1月24日 6 180 180
36 大阪府立伯太高等学校 1月17日 3 100 0
37 奈良県立西の京高等学校 1月24日 14 560 0
38 横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 1月24日 2 60 0
39 白百合学園中学校・高等学校 1月24日 6 245 0
40 東海高等学校 1月31日 8 320 0
41 群馬県立渋川女子高等学校 1月31日 2 62 0
42 東京都立立川高等学校 1月14日 0 0 320
43 東京都立葛飾野高等学校 1月15日 1 15 0
44 東京都立葛西南高等学校 1月14日 1 5 0
45 神奈川県立鶴見総合高等学校 1月24日 1 24 0 研修参加
46 東京都立石神井高等学校 2月14日 8 193 0
47 栃木県立宇都宮女子高等学校 12月13日 6 160 0
48 栃木県立宇都宮高等学校 2月21日 1 15 15
49 恵泉女学園中学・高等学校 2月14日 2 41 0
50 東京学芸大学附属国際中等教育学校 2月7日 4 128 0
51 桐朋女子中学高等学校 2月14日 1 20 9
52 千葉県立市原高等学校 1月24日 1 38 0
53 東京都立稔ヶ丘高等学校 12月12日 4 120 0
54 東京都立稔ヶ丘高等学校 1月24日 2 46 0
55 東京都立飛鳥高等学校 1月24日 1 30 0
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56 名古屋市立西陵高等学校 1月31日 2 25 0
57 神戸小学校 1月22日 1 25 25
58 大泉高等学校附属中学校 1月17日 3 120 10
59 君津中学校 10月31日 6 196 0
60 本郷中学・高等学校 1月24日 2 40 0
61 北杜市立甲陵高等学校 1月8日 1 25 0 研修参加
62 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 12月17日 3 75 75
63 日本工業大学駒場中学・高等学校 1月24日 5 70 0
64 東京都立多摩高校 1月8日 1 30 0 研修参加
65 静岡県立浜松北高等学校 1月24日 3 120 0
66 埼玉県立川越高等学校 1月24日、31日 9 378 13
67 愛知県立岡崎北高等学校 12月19日、1月31日 4 50 0
68 宮城県仙台第一高等学校 1月8日 4 150 30
69 愛知県立旭丘高等学校 1月31日、2月7日 12 440 0
70 世田谷区立用賀中学校 1月24日 4 142 142
71 東京都立第五商業高等学校 1月24日 2 30 0
72 東京都立豊島高等学校　定時制 12月28日 0 0 50 研修参加
73 広島新庄高等学校 1月8日 2 40 40
74 北区立神谷中学校 1月21日、22日 2 77 0
75 藤村女子中学・高等学校　 1月8日 3 20 0
76 長野県諏訪清陵高等学校 1月24日 4 120 0
77 茗溪学園高等学校 1月24日 2 60 60
78 神奈川県立生田東高等学校 1月28日 0 0 268
79 東京都立八王子桑志高等学校 1月9日、31日 7 215 0
80 埼玉県立熊谷西高等学校 研修参加
81 埼玉県立熊谷西高等学校 研修参加
82 名古屋市立西陵高等学校 2月7日 2 25 0
83 愛知県立一宮高等学校 1月24日、2月28日 10 386 0
84 国際基督教大学高等学校 2月7日 14 280 0
85 愛知県立時習館高等学校 1月31日 4 45 0
86 日本大学習志野高等学校 1月14日 0 0 0 珪藻のみ
87 香取市立小見川中学校 1月31日 3 111 0
88 東京都立墨田川高等学校 2月14日 4 60 0
89 立教新座中学校・高等学校 1月16日 1 20 0
90 南山高等・中学校女子部 1月31日 5 200 0
91 千葉県立安房拓心高等学校 1月20日 0 0 100
92 生田高校 1月24日 3 101 0 ウニ発送
93 大分県立大分雄城台高等学校 1月31日 2 44 0
94 名城大学附属高等学校 1月24日 3 90 15
95 東京農業大学第三高等学校附属中学校 1月31日 3 96 0
96 星野高等学校 2月14日 15 600 0
97 春日部共栄高等学校 1月31日 1 5 0
98 浦和明の星女子中学・高等学校 2月14日 2 84 0
99 光塩女子学院　高等科 2月14日 2 80 0
100 山梨県立巨摩高等学校 2月14日 3 63 0
101 湘南白百合学園高等学校 2月14日 2 44 0
102 日本橋女学館高等学校 2月14日 3 60 0
103 渋谷区立常磐松小学校 2月15日 1 12 0
104 渋谷区立渋谷本町学園 2月7日 3 96 0
105 埼玉県立浦和高等学校 2月7日 2 46 46
106 横浜雙葉中学高等学校 2月14日 0 0 52
107 東京都立町田高等学校 2月14日 2 80 0
108 日本大学鶴ヶ丘高等学校 2月14日 4 120 0
109 拓殖大学紅陵高等学校 2月14日 1 24 0
110 神奈川県立岸根高等学校 2月28日 0 0 60 珪藻のみ
111 愛知県立犬山南高等学校 2月27日 2 80 0
112 宮城県古川高等学校 3月12日 5 200 0

計 397 12314 2506
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　海草・海藻類は凍結保存が可能なので、季
節を選ばず、また内陸の学校でも利用可能な
素材である。
　「海からの贈り物　海草・海藻」として、
凍結した海草・海藻類を学校やイベントで利
用するために届けた。海藻は砂などの付着物
を取り除き、種ごとにビニール袋に小分け
し、種名を書いた紙とともに冷凍宅急便で
送った。
　押し葉標本作りや色素の抽出などに利用さ
れた。

提供先一覧

学　校　名 送付日 クラス数 参加人数 目　　　　的

１ 広島新庄高等学校 ４月15日  11
クラブ活動科学部：おしばのしおりづく
り　ペーパークロマトグラフィー

２
栃木県立益子芳星
高等学校

６月５日 2  80

授業：色素の分離、系統分類の資料とし
て用いた後、おしば作成
部活：おしば作成後、ラミネート加工に
より栞の作成

３ 館山市立神戸小 ６月28日 1  25
４年生図画工作　海藻で芸術作品を作ろ
う

４
東京都立上野高等
学校

７月10日 2  39 選択生物Ⅱ　光合成色素の分離実験

５
東北みらい創りサ
マースクール

８月10日  25 海藻押し葉の作製

６

岩手県山田町立山
田高等学校出前授
業

９月３日  40 海藻押し葉の作製

７ 館山市立館山小 ９月９日  12 クラブ活動

８
NHK サイエンス
スタジアム2013

９月29日 124 海藻押し葉の作製

９ 港区立高松中学校 ９月10日 　2 科学部の活動の一環として

２．海からの贈り物　海草・海藻

送付例
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10 青山学院高等部 10月22日 1  25
理科部の活動で、使用。文化祭でのイベ
ントに応用したい。

11 東京都立戸山高校 11月19日 1  23
SSH の授業と生物部による海藻標本づ
くり

12
藤村女子中学・高
等学校

１月８日 1  10 生物の分類と標本作りを学ぶ．

13
日本工業大学駒場
中学・高等学校

１月11日 5  50
高２　生物、高３　生物Ⅱ　授業（色素
抽出、押し葉標本）

14
東京家政大学附属
女子中学・高等学
校

１月14日 3  30 生物の分類と標本作りを学ぶ．

15 港区立青南小学校 １月23日 生きたアオサを用いた授業の予備実験

16
浦和明の星女子中
学・高等学校

２月11日 2  84 押し葉標本の作製

17 港区立青南小学校 ２月12日  30

「理数教育公開講座」として地域及び保
護者・地域の教員を対象にした公開講座
にて、海藻おしばの授業への導入例を紹
介するとともに実際に海藻おしばつくり
を体験していただく。20名～30名程度に
しおりを制作していただく予定。

18
東京都立多摩高等
学校

２月14日 3  75
美術の授業において、ガラス絵の素材と
して使用させていただきたい。

19
大泉高等学校附属
中学校

２月20日 3 120
中学１年生の「植物の生活と種類」の発
展で学んだ藻類の特徴について復習し、
押し葉標本をつくる。

合計 805
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魚

　定置網のような漁法では、サイズ等の問題で市場に流通せず破棄されることが少なから
ず生じている。地元のこのような魚を高校等での家庭科の調理実習や理科の解剖などに役
立てるもので、以下の５校に提供した。

埼玉県立川越女子高等学校
　送付日：４月27日
　送付物：サバ（ゴマサバ）35
　目的：フードデザインのクラス、８班32名の生徒が干物作り

埼玉県立川越工業高等学校
　送付日：10月28日
　送付物： カワハギ２、サバ２、ソウダガツオ２、カゴカキダイ２、イトヒキアジ１、ギ

ンガメアジ２、カイワリ２
　目的：調理のための様々な魚種の観察

東京都北区滝野川第三小学校
　送付日：11月11日
　送付物： タカノハダイ１、カゴカキダイ１、カワハギ１、カワハギ（小）２、カイワリ

１、ネンブツダイ１、ハコフグ１、アカエイ（小）１
　目的：「アジの解剖」の時間に他にも多様な形態の魚がいることを紹介

藤村女子中学・高等学校
　送付日：１月８日
　送付物：ネコザメ１、アカエイ１、ウミヘビ類１、ウミスズメ１、ハコフグ１匹
　目的：生物の分類と標本作りを学ぶ

浦和明の星女子中学・高等学校
　送付日：２月７日
　送付物：カスザメ１、アカエイ１、クロアナゴ１、ハコフグ４、その他雑魚２袋
　目的：課外実験講座として「二重染色による透明骨格標本の作成」「解剖実験」

３．海からの贈り物　魚
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　海の生物の観察・実験として、館山市を中心に小中学校５校13クラス399名を対象とし
て「ウニの受精・発生の観察」出前授業を行った。

①館山市立館山小学校
平成25年６月26日　仲良し学級　４名
『ウニの受精・発生の観察』
　ムラサキウニの受精の瞬間を、顕微鏡を用いて観察した。また、ウニ胚や幼生の写真を
用いて、どうやって成長していくのか講義した。

②鴨川市立太海小学校
平成25年７月２日　  第五学年　１クラス　17名
『動物の発生─ウニの場合』
　動物の発生（メダカ）の発展学習として、ウニの受精と発生を観察した。メダカと同じ
点、異なる点を確認後、ヒトの発生について模型を使って学習した。

③君津市立君津中学校
平成25年10月31日　第二学年　６クラス　196名
『ウニの受精と発生についての講義と実験』
　アカウニを用いて、採卵・採精の様子、受精の観察、ならびにウニの初期発生の講義を
行った。

④館山市立第二中学校
平成25年11月27日　第三学年　４クラス　143名
『ウニの受精と発生について』
　アカウニを用いて、採卵・採精の様子、受精の観察、ならびにウニの初期発生の講義を
行った。

⑤館山市立神戸小学校
平成26年１月22日   第五学年　１クラス　25名、職員　14名
『ウニの受精と海の生物について』
　事前に採卵・採精をしておいたバフンウニの配偶子を用いて、受精の観察、海の生き物
についての講義、ウニ幼生の飼育法を指導した。

４．実践授業「ウニの受精・発生の観察」
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　学校で使いやすい海産生物材料の一つとして海藻を利用した作品作りの実践を行った。
①海藻で芸術作品を作ろう
　平成25年６月28日　より３回にわたり、館山市立神戸小学校４年生の図画工作の時間
に、海藻を使った作品作りに取り組んでもらった。

５．実践授業「海草・海藻を利用した作品作り」
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②海藻でモビールを作ろう
　館山市の進める放課後子ども教室の事業に協力し、子ども達の海に対する理解を深める
ために、海藻押し葉を利用した活動を提案し、市内５つの小学校で実施した。その内容は、
様々な色や形をした地元の海藻を使って押し葉標本を作り（１日目）、仕上がった標本を
モビールなどの図工の作品に仕上げる（２日目）ものである。
　平成25年６月から10月の間に、５校153人が参加した。
　海に面した地域であるが、色とりどりの海藻を一緒に手にする経験はほとんど無い児童
が多数で、手触りや匂いも含め海藻がどんなものであるかを体験的に知る機会を提供でき
た。季節ごとに七夕やハロウィンなどを型どったデザインの作品へと仕上げることで低学
年から高学年までの幅広い学年全体で興味をもって親しむ事ができた。

実施日と参加人数
   日程   学校名   場所          時間     参加人数
  2013/6/6  那古小  理科室      15：00～16：00    40
  2013/6/20       図書室      15：00～16：00
  2013/7/4  九重小  理科室      14：15～16：15    29
  2013/7/11       理科室      14：15～16：15
  2013/7/22  神余小  沖の島　理科室  12：30～13：30    17
  2013/7/29       図書室      10：00～11：00
  2013/10/3  船形小  家庭科室     15：00～16：00    37
  2013/10/10      図書室      15：00～16：00
  2013/10/17 舘野小  理科室      14：30～16：30    32
  2013/10/24      理科室      14：30～16：30
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　湾岸センターの支援を受けて、中学校理科で地元の海藻を活用した授業実践が行われた。

生徒の興味・関心を引き出しものの見方や考え方を広げる授業の工夫
～地域の自然と教育機関を活用した藻類の授業を通して～

鴨川市立鴨川中学校　島津陽一

 （第63次千葉県教育研究集会　第５分科会　理科教育（中学校）にて発表）

設定理由
　平成24年度全国学力状況調査の質問項目にある「自然の中で遊んだことや自然観察をし
たことがありますか」に対して、本校の生徒は、46.7％が当てはまると回答しており、千
葉県や全国の結果を上回っている。しかし、当てはまらないと答えた生徒が11.1％であり
全国や千葉県の結果より多い。この結果から都市部に比べ、身近に自然があり、外に出て
自然体験を多くする生徒が多い反面、外にでない生徒や自然に興味のない生徒も多いとい
うことが言える。そのため身近にある自然を材料として、特に外に出ない生徒に対して身
近な自然への興味・関心を持たせるようにしたい。また、今回、授業を行ったクラスの生
徒は、理科の授業に対して「好き」・「どちらかというと好き」と回答した生徒が66％であ
るが、実験・観察に対して、「好き」・「どちらかというと好き」と回答した生徒が90％であっ
た。この事から、実験・観察の授業を行う事が、理科に対して興味・関心を向けさせる事
にとても有効であると考える。
　本校が立地している房総半島南部は、豊かな海に囲まれ、砂浜や磯の海岸がひろがって
おり、半島中央の丘陵部には開発されていない山々が存在している。また、房総半島南部
の臨海部には、都市部の大学から近いこともあり、大学の臨海研究施設が多数存在してい
る。そこで海に隣接している環境と大学の臨海研究施設を利用して生徒の興味・関心を引
き出していくことが、地域の自然や生物に対する見方や考え方を広げる事ができると考え
本研究を設定した。

研究仮説
　「植物のなかま分け」の単元において、地域の人材や素材を用いた発展的な学習を行え
ば、生徒の理科授業に対する興味・関心が高まり、自然に対する見方や考え方が養われて
いくだろう。

６．実践授業（中学校教員による
　　　　海藻を活用した理科授業の実践）
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研究内容
○臨海研究施設と連携をとり、海藻を使った授業を行う。
　①　海藻の細胞を顕微鏡で観察する。
　②　薄層クロマトグラフィーによって海藻をなかま分けする。

結論
○ 植物の分類の学習で、身近な地域素材である海藻を用いたことにより、生徒は地域の自
然に対して興味・関心をもつことができ、積極的に学習を進めようとする態度を養うこ
とができた。
○ 大学の教育・研究機関で行われている実験方法を参考にした授業を行う事で、生徒は生
物の分類について既習の方法だけでなく、多様な分類方法があることを知ることができ
た。
○ 南房総地区で比較的簡単に採集される海藻は、生徒の顕微鏡による観察に容易に用いる
ことができる。そのため、海藻の種類の豊富さや、種類による細胞の形や大きさの違い
を理解させる基礎とする上で有効であった。
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．
実
践
授
業
（
中
学
校
教
員
に
よ
る
海
藻
を
活
用
し
た
理
科
授
業
の
実
践
）



215

６
．
実
践
授
業
（
中
学
校
教
員
に
よ
る
海
藻
を
活
用
し
た
理
科
授
業
の
実
践
）



216

６
．
実
践
授
業
（
中
学
校
教
員
に
よ
る
海
藻
を
活
用
し
た
理
科
授
業
の
実
践
）



217

６
．
実
践
授
業
（
中
学
校
教
員
に
よ
る
海
藻
を
活
用
し
た
理
科
授
業
の
実
践
）



218

６
．
実
践
授
業
（
中
学
校
教
員
に
よ
る
海
藻
を
活
用
し
た
理
科
授
業
の
実
践
）



219

６
．
実
践
授
業
（
中
学
校
教
員
に
よ
る
海
藻
を
活
用
し
た
理
科
授
業
の
実
践
）


